
花園城跡（大里郡寄居町） 築城年代：平安時代末期、築城者：藤田政行

　　ここは花園城主であった藤田氏の菩提寺である善導寺



　　　牛頭観世音なる供養碑が立つ



　　　左手に説明板が立っている





　　　　　その名も「藤田善導寺」



　　　　　藤田持阿上人舊跡（旧跡）とある



　　この背後の小山に花園城跡がある



　　境内にはこんな説明板も立っている







善導寺とその右手に藤田康邦や北条氏邦の墓がある正龍寺、左手には花園御岳城跡の麓にある少林寺が記されている



　　花園城跡へはここを少し進んだ右手の諏訪神社から登るらしい/手前の石垣に表示板が置いてある



　　　「花園城登り口200m」とある



　　　　正面が諏訪神社/背後の小山に花園城跡がある





一段上がったこの平場は城跡に関連したものなのかもしれない



　諏訪神社社殿



　これは諏訪神社拝殿「格子天井絵」



社殿の左手には境内社が祀られている



　　　　さて、花園城跡には社殿右手からアプローチする





ここを登って行く





　　　　　　暫く行くと大きな堀跡（竪堀）がある/事前資料で確認する補助員



　　　花園城跡の縄張り図

埼玉県立嵐山史跡の博物館発行「比企の中世・再発見」より



　　　　　　赤丸の位置が現在地

←

　　　　　↑



　　竪堀に下りて斜面上方（山頂方向/北方向）を見たところ



　　　　　　振り返って斜面下方（南方向）を見たところ



　　　　　　土塁の上に登って上方を目指す/実はこの土塁の左側にも平行に竪堀がある（二重竪堀）



土塁上を登って行く/土塁の左右に竪堀があるのが見てとれる



　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　さて、ここでもう一度事前資料をチェックする



　　　左手（西方向）に折れて進もう



斜面上方を右手に見ながら進んでいく



　　あちこちに平場（腰郭か）がある



　　更に進む



　　　　　　また、このような石積みが何か所も見られる



　　少し行くと別の堀跡（竪堀）がある



　　こんな感じ



　　　　　　堀跡（竪堀）を登りながら北方向へと進む



　　竪堀はいつしか堀切となって北方向へと繋がっている



　　ここにも石積みの遺構がある



　　アップで見る



　　　正面の山の上が本郭のようだ



　　　　岩山を削って堀としている



　　　　　　　本郭の西側を巡る堀跡（堀切）に辿り着く





　　　　本郭のある右手の斜面



　　　　　その下の岩肌の斜面



　　アップで見る



　　堀跡（堀切）はこの先の急峻な北斜面に繋がっている



　　　　斜面となって下っている



　　そこから左手を見たところ/平場となっている（腰郭か）



　　　　　右手のこの上が本郭



右手に回り込んで本郭上へと上がろう



　　　　　　これが本郭/東側から西方向を見たところ



　　振り返って東方向を見たところ



　　　　「花園城跡」と記された石柱



　　　そこから東方向を見たところ



　　　　本郭の東の部分の様子



　　　　本郭を東方向へと進む



　すると大きな堀跡（堀切）が下に見える/向こう側は二の郭



　　　　　　堀跡（堀切）へ下りる



　　補助員が立っているところは本郭から二の郭への土橋



　　　　　　土橋をアップで見る



　　堀跡（堀切）を土橋から南方向（斜面下方）へ見たところ



　振り返って見たところ/土橋とその向こうは北側の急峻な斜面



　　　　さて、二の郭へ上がろう



　ここが二の郭



振り返って二の郭から本郭を見たところ



　　　　　堀跡（堀切）を見下ろす



　さて、二の郭を更に東方向へと進む



　　　　するとまた堀跡（堀切）がある/向こう側は三の郭



　　　　その堀跡（堀切）に下りる



　　　　　これが二の郭と三の郭を区切る堀跡（堀切）/南側へ行くと右手に折れ、最初登って来た二重竪堀に繋がっている



　　　　北側はこのように急峻な斜面となって下りている



　　　　　更に三の郭へと進む



　これが三の郭



　　振り返って二の郭を見たところ



　　　　　　さて、三の郭を行くとその先にはまたもや堀跡（堀切）が見えてくる



　　この堀跡（堀切）の向こうは東郭



　　　やや緩やかな堀跡（堀切）



この平場は東郭



　　　　　　そして、この東側にも堀跡（堀切）があった



　　その堀跡（堀切）に下りて南方向（斜面下方）を見たところ



　　振り返って北方向を見たところ



　やはり、急峻な斜面となって下りている



　　さて、この堀跡（堀切）を南方向（斜面下方）へ下って行こう



　　　枯葉が積もり積もってフカフカでよく滑り、この有り様



　　　　　堀跡（堀切）も次第に竪堀となって急斜面を下っている/足がガタガタになりながら下りてくる



　　　　竪堀は麓まで続いていた



　すると最初の諏訪神社のところに出た



　　　正面を走る電車は秩父鉄道



　　　　　　さて、これが花園城跡のある小山の全景



　　　　右手の小山に花園城跡があり、左手の小山には花園御岳城跡がある（後者の方が若干高い位置に所在するらしい）



　　　　　　こちらは花園城主であった藤田氏の館跡があったとされるところ



　　この辺り一帯であったようだ/右手の小山の方が花園城跡



　　　こちらはその藤田氏が創立した正龍寺で、ここに藤田氏の墓があるという









　　　覆堂の正面に説明板がある







　　藤田康邦とその夫人の宝篋印塔



　　　　　　ちなみにこちらは北條氏邦とその夫人の墓
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